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トヨタ紡織グローバル本社では、工場敷地の再編計画として、サステナビリティに配慮し

た自然再興・パッシブデザインを取り入れ、働き方に合わせた環境制御でワークライフバラ

ンスを充実、スマートエネルギーマネジメントで省エネ化・低デマンド化を図る 
「持続可能なスマートウェルネスオフィス」を目指した。 

 取組みの結果、省エネルギー化により

Nearly ZEB(実績値)を達成、低デマン

ド化（月別平均 24W/㎡）を実現した。さ

らに CASBEE-ウェルネスオフィスｰ S
ランクを達成、各種ウェルネス評価も大

きく向上し、1 万㎡超えのオフィスとし

て、国内トップクラスの環境性能を実現

した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 優秀賞 

トヨタ紡織グローバル本社  

～持続可能なスマートウェルネスオフィス～ 

トヨタ紡織株式会社、株式会社竹中工務店 

紡ぎ織るスクリーン水盤の雨水利用

東西ルーバー
＋室外機散水

省エネルギー・
ウェルネス制御
ウェルネス
室温変動制御

屋外空間の利用促進
・空気質見える化

地中熱利用

自然換気

自然採光

ハイサイドライト

太陽光
パネル

太陽光
パネル 蓄電池

曲面
吹き抜け
階段

雨水利用警備棟 グローバル本社
刈谷の杜レンガ壁を移設・復元

歴史未来館

I.SEM®

スマート
エネルギーマネジメント

ソトワークが活用できます。

1日の生活リズム

朝食・出勤

昼食・休憩夕方・終業

夜間・睡眠

仕事

ｰ1℃

ヒートポンプ式
デシカント外調機

環境コンセプト図 

建物外観 



（１）自然との共生を実現するサステナブルデザイン 

自然との共生を図り、サステナビリティに配慮したパッシブデザインとし、脱炭素化を推

進させる計画とした。街からの隔離を意識した工場内の建物を「刈谷の杜（もり）」を基点

に街に開く場として再興した。工場を連想させるノコギリ屋根には屋上緑化を行い、前面に

設けた水盤・雨水貯留槽と一体的に利用できる計画とした。南面には日射遮蔽・採光コント

ロールを行う「紡ぎ織るスクリーン」を設置し、曲面吹き抜け階段の自然換気・自然採光を

積極的に活用するなど、先進的なパッシブデザインとし、BPI 値（PAL＊設計値/PAL＊基準

値）0.63 の高い外皮性能を確保した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東西の外壁面にはルーバー(開口

率 70％程度)を設置し、エアコン室

外機の置場を設けた。室外機をルー

バー内部の窪んだ空間に配置する

ことで、夏期は直射日光を避け、冬

期は外風を防ぎ、エアコン室外機の性能を高く維持する計画とした。 
夏期に室外機置場の外気温が一定温度以上(30℃以上)となった場合には、室外機へ散水

を行い、エアコンの消費電力を定格より１～2 割程度削減することを狙いとした。加えて、

散水による気化冷却により、周囲温度を下げる効果も狙っている。 

Before

旧ボイラー室
( レンガ造 )

平面駐車場

計画地

セキュリティライン

Before : セキュリティにより閉じた場

立体駐車場
( 既設 )

グローバル本社

新規立体駐車場

警備棟

刈谷の杜

立体駐車場
( 既設 )

歴史未来館
( レンガ移設 )

セキュリティライン

After : 杜をつくり街に開いた場

まちに開くまちに閉じた場

街に対しての敷地計画 

紡ぎ織るスクリーン 
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日射ピーク負荷を
約67％削減

↓ピーク時日射量：787W/㎡

日
射

量

↓ピーク時日射量：263W/㎡

スクリーンを考慮した
自動制御ブラインド
による昼光制御

杜の涼風を活用し
た自然換気

眺望を確保しつつ
日射・採光をコントロール

夏の日射春・秋の日射

冬の日射

眺望

日射遮蔽・採光

1.一般水平
ルーバー

2. ずらす 3. 編む ４. 疎密を
つくる

長さ
出の幅

開口

ピッチ

厚み
幅

ピッチ:200㎜

ピッチ:400㎜

検討例

コンピュテーショナルデザイン

（ｃ） 日射遮蔽性能(b) 日射遮蔽と執務室からの眺望確保(a) スクリーンの構成方法

東西ルーバーとエアコン室外機散水 



（２）働き方に配慮した省エネルギー・ウェルネス制御 

 執務フロアに人感センサを全面的に配置し、エリア毎の在・不在を検知して、照明・空調・

換気を連動させた「省エネルギー制御」を導入した。また、生体リズムに合わせた調光・調

色照明制御を採用するとともに、静穏な放射空調方式、リタンエア・ヒートポンプ式デシカ

ント外調機から、在室検知エリアに優先的に新鮮外気を供給するファン付床吹出方式とし、

快適性・知的生産性の向上を目指した「ウェルネス制御」を行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スマートエネルギーマネジメントによる低デマンド化 

エネルギーマネジメントシステム I.SEMⓇでグローバル本社および警備棟の電力負荷を気象デ

ータを元に予測し、ピーク時のデマンドカットに使用可能なよう太陽光・蓄電池の運転制御を行っ

た。デマンド抑制では 2 段階の目標電力(デマンド①,デマンド②)を月別に設定し、グローバル本

社全体の消費電力が目標電力以下となるよう 4F,5F の照明・エアコンの節電化が自動で行われる。

加えて、デマンド制御に入る優先順位をエリア毎に設定可能とし、極力、業務への影響が生じない

よう配慮した。結果、月別デマンドの平均値は 24W/㎡と極めて低い値となった。 
電力デマンド削減効果(2022 年 8 月)を示す。13-14 時の想定電力負荷 453kW に対し、

太陽光発電・蓄電池利用量は 85kW、室外機散水による削減は 38kW、省エネ・デマンド制

御による削減は 19kW となり、計 142kW の電力負荷を抑制し、電力ピークカット率 31％
となった。太陽光発電・蓄電池利用や室外機散水、省エネ・デマンド制御が夏期の電力ピー

クカットに有効に働いたといえる。 

▼

屋上

4,5F

ヒートポンプ式
デシカント
外調機

高顕熱型パッケージ
空調室外機

放射しみ出し
パンチングパネル

エアコン
室内機

ダンボール
ダクト
チャンバー

：給気ダクト ：還気ダクト ：外気ダクト ：ぺリメータ
処理ダクト

▼

ぺリメータ
ファン

微風吹出 柱型ダクト
にて天井内へ

Low-E
ペアガラス
(アルゴン封入)

床吹出口（ファン付・センサ連動）
自然換気

(c) ペリメータレス・天井放射・床吹出空調

照明・空調・換気の省エネルギー・ウェルネス制御 

(d) 空調・換気の人感センサエリア制御

人感センサ制御区分
床吹出口（ファン付）ぺリメータファン制御

（冬期コールドドラフト対策用）

天井放射パネル

VAV（西）
CO2制御

VAV（東）
CO2制御

還気口 還気口

東１
東２

東３
東４

東５
東６

東７
東８

西１
西２

西３
西４

西５
西６

西７
西８

マルチ（人感・照度）センサ制御
人感センサ制御

調光・調色器具
調光器具
ON-OFF器具明るさ演算制御

人感・照度センサ制御（会議室個別）

(b) 照明の人感・明るさセンサエリア制御

5000K・500lx（朝方） 3000K・300lx（夕方）
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（a） 調光・調色照明制御

運用例

（100％）

（60％）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞理由 

 

センサ在 センサ不在

80％

勤務時間内

エアコン制御
センサ在 センサ不在

通常運転
2℃シフト
送風（サーモオフ）

2℃シフト 2℃シフトデマンド①
デマンド②

勤務時間外

照明制御

送風（サーモオフ）送風（サーモオフ）60％
10％
10％

10％
ベース500lx
の調光・調色

デマンド①

デマント②

受
電
電
力

[k
W

]

時刻

目標電力
優先１︓共用部

優先2︓インテリア

優先3︓ペリメータ

優先4︓
会議室

電
気
使
用
量

時刻

太陽光パネル・蓄電池の
最適な運転を計画
デマンドカット

運転イメージ

予測に基づく
事前充電

蓄電池

太陽光

買電

放電による
負荷平準化

次の日に向け
予測に基づく事前充電

 負荷予測システム、太陽光発電、蓄電池、リタンエア・ヒートポンプ式デシカント

外調機、エアコンの室外機散水などをリンクさせ、ピーク時のデマンドカットを実

現するとともに、年間を通して月別デマンド値を低く抑えていること。 
 １万㎡超の大規模オフィスでありながら、Nearly ZEB を達成する高い省エネルギ

ー効果を達成していること。 
 自然との共生を実現するサステナブルデザインに加え、在室者感知に基づく照明・

空調・換気などの制御を行い、省エネルギー性、ウエルネス性を両立させているこ

と。 

デマンド制御の概要 

太陽光・蓄電池スマートエネルギーマネジメント 

太陽光パネル:11kW 蓄電池:
50kWh

グローバル本社 警備棟

太陽光・蓄電池
スマートエネルギー
マネジメント

負荷予測を行い
システムをコントロール

I.SEM®

太陽光パネル：142kW

（I.Smart Energy Management）

電力デマンド削減効果（2022 年 8月） 
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▼13-14時 想定電力負荷453kW

▼13-14時 電力負荷311kW

電力ピークカット
31％

内訳
省エネ・デマンド制御：4％
室外機散水：8％
太陽光発電・蓄電池：19％

12-13時 省エネ・デマンド制御の効果大
省エネ・デマンド制御
室外機散水
太陽光発電・蓄電池
電力（買電）


